










さ じ ふみ たか
氏名・(本籍) 佐 '24ロA 文 隆
学位の種類 医 戸イ主ιh 博 士
学位記番号 第 6 140 τEヨコ
学位授与の日付 昭和 58 年 6 月 29 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当














1. ヒト Thy-1 様抗原の精製
SKW3 細胞の細胞膜成分を非イオン化洗剤で溶解し Lens culinaris hemagglutininCLcH)親和クロマ






T細胞系に特異的に見出された。調べた 12の培養T細胞系はそのうちの 1 例を除きすべてが高い活性を
示した。培養T細胞系中で SKW 3 細胞系が最も大量の抗原を産生した。 6 例の non-T , non-B 細胞系
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抗原の分子量を SDSゲル電気泳動を用いて測定した結果，非還元状態で約 30， 000， 還元状態で約
32， 000 であった。抗原の等電点電気泳動を行ったところ，その主等電点は 5. 7 でかなりな charge
heterogenei ty を示した。
4. 抗原の安定性
問 I 標識精製抗原を種々の温度， pH あるいは蛋白変性剤で処理した後，残存する抗原活性を前述の
抗T細胞糖蛋白抗体との直接結合反応iとより測定した。乙の抗原は熱に対して安定で56'060分加熱後も




の精製抗原は培養T細胞系に非常に高い特異性を有する他，以下の特徴を示した。 (1 )分子量約 30， 000
の酸性糖蛋白で charge heterogeneityをもち，おそらく disulfide bond を有する。 (2)熱，酸，種々の蛋
白変性剤に対して安定である。 (3) ヒト正常臓器では主として脳，畢丸lと分布するo 乙れらの性質はマウ
スやラットで報告されている Thy-1 抗原と同ーと言えないまでも極めて類似していた。
論文の審査結果の要旨
培養ヒト白血病T細胞 SKW 3 から T細胞特異性を有する細胞膜抗原を分離精製し，その物理化学的
性質ならびに組織分布を明らかにした。この抗原は分子量約 30.000の酸性糖蛋白で charge heteroge -
neityをもち，おそらく disulfide bond を有する。この糖蛋白は熱，酸，種々の蛋白変性剤に対して安定
である。乙の抗原は培養T細胞系に特異的に出現するほか， ヒト正常臓器では主として脳，畢丸に分布
する。これらの性質はマウスやラットの Thy-1 抗原と類似している。以上の成績はヒトリンパ球表面
抗原に関して新しい知見を加え得たものとして評価できる。
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